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春
の
甘
楽
野
で
元
気
い
っ
ぱ
い
に
山
車
を
引
く
子
ど
も
た
ち

笹
森
稲
荷
神
社
春
季
例
大
祭
（
関
連
記
事
は
３
ペ
ー
ジ
）
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キ
ラ
ッ
と
か
ん
ら
観
光
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
フ
ェ
ス
タ

「
楽
市
楽
座
　
か
ん
ら
」が
楽
山
園
周

ｉｎ

辺
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
小
幡
小
学
校
児
童
に
よ
る
鼓
笛
演

奏
や
ポ
チ
ッ
と
く
ん
体
操
、フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
が
体
育
館
で
行
わ
れ
ま

し
た
。大
勢
の
子
ど
も
た
ち
が
会
場
を

盛
り
上
げ
、活
気
に
あ
ふ
れ
た
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
と
な
り
ま
し
た
。校
舎
２
階
で

は
多
く
の
皆
さ
ん
か
ら
寄
贈
し
て
い

た
だ
い
た
明
治
か
ら
平
成
の
段
飾
り

な
ど
約
１
２
０
０
体
を
展
示
し
た「
甘

楽
の
雛
祭
り
」が
始
ま
り
ま
し
た
。（
展

示
期
間
は
４
月
　
日
ま
で
）

１５

　
甘
楽
グ
ル
メ
の
販
売
や
甘
酒
・
な
め

こ
汁
の
無
料
配
布
、地
酒
の
試
飲
な
ど

が
行
わ
れ
、
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
開
園
６
周
年
を
迎
え
、
凌
雲
亭
で
春

の
茶
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
裏
千
家

篠
原
社
中
の
皆
さ
ん
の
お
点
前
と
季

節
の
和
菓
子
を
１
５
０
人
が
味
わ
い

ま
し
た
。
茶
人
と
し
て
名
高
か
っ
た

織
田
家
が
造
園
し
た
庭
園
で
楽
山
園

の
魅
力
や
日
本
文
化
に
触
れ
、甘
楽
の

春
を
感
じ
る
一
日
と
な
り
ま
し
た
。　

　
甘
楽
町
の
四
季
折
々
の
自
然
風
景
や

観
光
ス
ポ
ッ
ト
、
名
所
、
伝
統
文
化
、

イ
ベ
ン
ト
な
ど
、
町
の
観
光
資
源
の
魅

力
を
最
大
限
に
伝
え
る
こ
と
の
で
き
る

写
真
を
募
集
し
た「
甘
楽
町
観
光
フ
ォ

ト
コ
ン
テ
ス
ト
」の
入
賞
作
品
展
示
会

が
始
ま
り
ま
し
た
。（
展
示
期
間
は
４
月

１
日
ま
で
、関
連
記
事
は
８
ペ
ー
ジ
）

キラキラッッととかんかんらら
　　　観光観光キャンペーキャンペーンン

　
桜
の
花
も
開
き
、
い
よ
い
よ
甘
楽
野
に
も
本
格
的
な
春
が

や
っ
て
き
ま
し
た
。

　
甘
楽
町
が
キ
ラ
ッ
と
輝
く
こ
の
季
節
、
町
で
は
３
月
か
ら
第

7
回
キ
ラ
ッ
と
か
ん
ら
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
て
い

ま
す
。　
　

～
楽
山
園
～

～
長
岡
今
朝
吉
記
念
ギ
ャ
ラ
リ
ー
～

２２０１８０１８//３３/１/ １
　      ～～５５/３１/３１

３/ ３

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
フ
ェ
ス
タ

～
旧
甘
楽
第
二
中
学
校
～

～
御
殿
前
通
り
～
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キラッとかんら
観光キャンペーン

①立派な演奏を披露した小幡小鼓笛隊の皆さん
②元気よく踊ったポチッとくん体操
③大盛況の販売・無料サービスコーナー
④５つの教室と廊下に並び来場者を迎える雛人形
⑤趣のある茶席を堪能した春の茶会
⑥多くのお客さんが集まったフリーマーケット
⑦町の魅力を発信する観光フォトコンテスト展
　示会場

　
恒
例
の
春
季
例
大
祭
が
行
わ
れ
、
小

学
校
に
入
学
予
定
の
子
ど
も
た
ち
に
よ

る
稚
児
行
列
や
 神
輿
 、
山
車
が
練
り
歩

み
こ
し

き
ま
し
た
。

　
翌
　
日
は
神
楽
を
奉
納
し
、
露
天
市

１１

に
大
勢
の
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

４/７（土）・１４（土）甘楽さくらウォーク

４/８（日）
城下町小幡さくら祭り

「武者行列」、 「おいでな祭」

４/１５（日）さくらマラソン大会

４/１５（日）白倉神社春季例大祭

４/１５（日）～５/１３（日）那須こいのぼりの里

５/３（木・祝）稲含神社春季例大祭・山開き

５/３（木・祝）・４（金・祝）タケノコの大名焼き（甘楽ふるさと館）

４
月
・
５
月
の
イ
ベ
ン
ト

３/ １０
１１
・

笹
森
稲
荷
神
社

春
季
例
大
祭

　さまざまなイベントさまざまなイベントがが

春の甘楽町を彩ります春の甘楽町を彩ります。。

　多くの皆さんがぜひ多くの皆さんがぜひおお

出出かかけくださいけください！！

漁

虚

魚

禦

鋸

許

距

ポ
チ
ッ
と
く

ポ
チ
ッ
と
く
んん
、、
ぐ
ん
ま
ち
ゃ

ぐ
ん
ま
ち
ゃ
んん
、、
か
ん
ら
ち
ゃ
ん

か
ん
ら
ち
ゃ
ん
とと
記
念
撮
影
す
る

記
念
撮
影
す
る
園
児
た
ち

園
児
た
ち
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一
般
会
計
　

歳
入
（
歳
入
）　
　
　
　

糸

■歳入の特徴

　町税については、個人町民税が減少しますが、法人

町民税、固定資産税、軽自動車税の増額を見込みまし

た。

　また、町税とならんで歳入の根幹である地方交付

税は、リーマンショック後の特別加算が廃止となる

ため、減額を見込みました。

５億１，７２０万円町民税（個人）

７，６７５万円町民税（法人）

７億１，８００万円固定資産税

４，３９８万円軽自動車税

５，８０２万円たばこ税

 町税の主な内訳

１億６，１６２万円　３．３％　

町　税
1４億１，６３２万円

２９.２％

１億３，７７４万円　２．９％　

１億２，４５３万円　２．６％

自主財源…４０.５％ 依存財源…５９.５％

繰
越
金
・
そ
の
他

地方交付税
1５億５,０００万円

３２.０％

２億６，１５０万円　５．４％　

地方譲与税　７，０００万円　１．４％

国
庫
支
出
金

使
用
・
手
数
料
、分
担
・
負
担
金

県
支
出
金

４４ 億億４４千千６６百万百万円円

繰
入
金

繰
越
金
・
そ
の

繰
越
金
・
そ
の
他他

１億２，２２３万円　２．５％

３
億
８
 ４
０
３
万
円
 ７
 ９
％
 

.

,

地
方
消
費
税
交
付
金
等

地方自治体間の財源の均衡化や

財源保障をするため、国から地

方へ移転される一般財源です。

 地方交付税

のの予予算算 

３
億
１
 ８
７
３
万
円
 ６
 ６
％
 

.

,

～安心～安心ののまちづくりまちづくりをを
目指して　　　　　　　目指して～～

８８
多世代サポートセンター「にこにこ甘楽」

諸
収
入

町
債

２
億
９
 ９
３
０
万
円
 ６
 ２
％
 

.

,

町政の動き

子育て支援センター
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　１０年計画の後期に入った甘楽町第５次総合計画「ＫＡＮＲＡプラン・輝き」に基づく施

策を中心とした町の平成３０年度当初予算が３月議会定例会で可決されました。

　一般会計当初予算額は、３月１日にオープンした「にこにこ甘楽」の運営費や（仮称）

甘楽ＰＡスマートＩＣアクセス道路整備、町文化会館改修工事などを盛り込み、総額４８

億４千６百万円で、前年比４．７％減の予算規模となりました。

　地域の特色や独自性を発揮した地方創生を推進し、住んでいる町民の皆さんや町を

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　訪れるすべての人が「キラッと

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　輝ける」予算編成をこれからも

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　進めていきます。

一
般
会
計
　

支
出
（
歳
出
）　
          
祉

■歳出の特徴

　主な歳出は、町文化会館改修工事、

消防団詰所の建設、企業支援策として

企業誘致促進事業補助金の新設など

です。

 公債費

これまでのまちづくりのために借りた町債（借入

金）の元金と利子の返済金です。

返済額と残高   　（単位：万円）

借入金

残　高
返済金額年度

５２億５，７６４４億１，７０８２８

５３億５，４９２３億４，６２３２９

５２億９，０９１３億６，０３８３０

２８年度は決算額

２９年度は決算見込み額

３０年度は当初予算額

２億８，４３１万円　５．９％　

民 生 費

１３億　２８４万円

２６.９％

教
育
費

土
木
費

農
林
水
産
業
費

消
防
費

商工費　１億３，０４８万円　２．７％　

労働費・予備費・災害復旧費　１，００３万円　０．２％　

議会費　７，７６７万円　１．６％　

総
務
費

７
億
３
 ９
５
５
万
円
 　
 ３
％

１５

平平成成３３００年年度度予予算算

町町制制６６００周周年年にに向向かっかってて

,

６
億
７
 ４
７
９
万
円
 　
 ９
％

１３.

５
億
３
 ２
４
０
万
円
 　
 ０
％

１１.

,

３
億
２
 ６
７
１
万
円
 ６
 ７
％

.

３
億
６
 ０
３
８
万
円
 ７
 ４
％

.

,

.

■企画課財政係  内線２４３

, ,

公
債
費

旧甘楽一中解体跡地

衛
生
費

４
億
     ６
８
４
万
円
 ８
 ４
％

.

予算の詳細については…

 予算書は役場ロビーで閲覧
 できます。
 ホームページにも
 掲載していますの
 で、ご覧ください。
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平成３０年度に予定されている主な事平成３０年度に予定されている主な事業業
予算額事　業　名

１，２７９万円

子育て支援事業
子育ての相互援助活動を行うファミ
リー・サポート・センター事業を実施
（新規）

６，０１６万円

（仮称）甘楽ＰＡスマートＩＣアクセス
道路整備事業
昨年度国土交通省より新規事業箇所
に決定され、開通に向け測量・設計な
どを実施

１，６８３万円

商工振興事業
企業支援策として企業誘致促進事業
補助金、中小企業退職金共済加入促進
補助金を交付（新規）

７，８５６万円
道路新設改良事業
天王・下平線、笹浦２号線など整備工事
を実施

２，３２０万円
橋梁維持補修事業
橋梁長寿命化修繕計画により橋梁修繕
工事を実施

１，１３８万円
老人福祉事業
高齢者見守り移動販売事業補助金を交
付（新規）

７５０万円

少子化対策推進事業
結婚に伴い新生活にかかる費用の一部
を助成。町独自で所得緩和を実施（拡
充）

１，４６４万円

母子保健事業
不妊治療費補助、妊婦検診、未熟児養育
負担金、不育治療費補助、新生児聴覚検
査補助（新規）、乳幼児の育児支援事業
を実施

１億１，０１８万円
文化会館運営事業
舞台音響改修工事のほか、自主事業を実
施

９２９万円
中山間地域所得向上支援事業
有害鳥獣被害に悩む農業者支援のため
金網柵を設置（新規）

甘楽町まち・ひと・しごと創生総合戦略

予算額事　業　名

１億２，３８３万円

１、元気とにぎわいを生む地域戦略
　観光キャンペーン事業
　若年者雇用支援事業
　織田公公園整備事業
　蚕糸業継承対策事業など

３，７４２万円

２、住みたい、住み続けたい地域戦略
　少子化対策推進事業
　まちづくり定住応援金交付事業
　地域おこし協力隊

７，６７１万円

３、子育て支援の地域戦略
　ＡＬＴ設置事業
　不妊・不育治療、新生児聴覚検査費
　用の補助

１億　１７６万円
４、安全安心と個性あふれる地域戦略
　防犯灯ＬＥＤ照明事業
　防災基盤整備事業など　

　旧一中跡地を利活用するため、天王・下平線、

笹浦２号線の改良工事と歩行者の安全対策と

して歩道整備を実施します。

　 道路新設改良事業

町政の動き

　企業誘致促進補助金を新設して、企業の進出

や規模拡大を促進し、雇用創出を図ります。（上

写真は甘楽第一産業団地）

　 商工振興事業

　スマートＩＣの開通により、企業誘致を有利に進

められ、雇用の創出、町内企業の振興など住民お

よび利用者の利便性の向上が図られます。

　 （仮称）甘楽ＰＡスマートＩＣ

　 アクセス道路整備事業

写真提供：群馬県企業局

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

Ｇ

Ａ

Ｂ

Ｃ
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　消防第１分団第１部（町・善慶寺・国峰地区）

の詰所を建設し、消防設備の充実と消防力の

強化を図ります。

　移動販売事業補助金を新設し、高齢者の見守

りを兼ねて買い物弱者を支援します。

　 中山間地域所得向上支援事業

水道会計

前年度比予算額区　分

水
道
事
業

０２億６，４３０収益的収入

３９０２ 億５，３３０収益的支出

△３８０２４７資本的収入

２，３４０　１ 億３，１４７資本的支出

【業務の予定量】

　給水戸数　　　　５，２９０戸

　年間総給水量　１６９．５万トン

　一日平均給水量　４，６４４トン

【主な建設事業など】

　・特環関連水道管布設替工事

　・単独配水管布設工事

　・白倉浄水場耐震診断業務委託

（単位・万円）

特別会計

前年度比予算額会　計　名

△３億３，４００１４ 億８，１００国民健康保険事業

△４，４３０１１ 億６，０００介護保険事業

△１，４５０１億６，９００農業集落排水事業

４２０５億１，５４０公共下水道事業

７８０１億３，８００後期高齢者医療

△３億８，０８０３４ 億６，３４０合　計

（単位・万円）

　特別会計を運営するために、一般会計か

ら繰出している金額は、合計で６億１，２４０万

円となっています。

　 防災基盤整備事業

　 子育て支援の地域戦略

　小学校の英語授業の拡充に伴いＡＬＴ（外国語
指導助手）を１名増員し、２学期から全ての小

中学校にＡＬＴを配置します。

　中山間地域の農業者の生産・販売を支援し、
所得向上を図るため、金網柵を設置し、有害鳥

獣の被害防止に取り組みます。

　 老人福祉事業

ＡＬＴ設置事業

Ｆ

Ｅ

ＤＧ
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 観
光
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
作
品
が
決
定
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 ■
 産
業
課
商
工
観
光
係
　
内
線
４
１
３

　
甘
楽
町
の
魅
力
を
伝
え
、
観
光
Ｐ
Ｒ

に
活
用
で
き
る
写
真
を
募
集
し
た「
甘

楽
町
観
光
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」（
募
集

期
間
は
昨
年
５
月
か
ら
　
月
末
日
ま

１１

で
）に
町
内
外
か
ら
１
１
１
点（
　
人
）

３２

の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　
松
井
千
明
審
査
員（（
公
財
）日
本
写

真
協
会
会
員
）を
は
じ
め
と
し
た
７
人

で
　
月
　
日
に
審
査
会
を
開
き
、
入
賞

１２

２１

作
品（
　
点
）が
選
ば
れ
ま
し
た
。

２２

　　　
長
岡
今
朝
吉
記
念
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
３

月
３
日
に
開
か
れ
た
表
彰
式
で
は
入
賞

者
に
賞
状
と
副
賞
が
贈
ら
れ
、鶴
田
巻
雄

審
査
員
か
ら「
行
っ
て
み
た
く
な
る
写

真
が
審
査
の
ポ
イ
ン
ト
」と
講
評
が
あ

り
ま
し
た
。

　
入
賞
作
品
名
・
入
賞
者
は
次
の
と
お

り
で
す（
敬
称
略
）。

【
町
長
賞
】 

『
晴
れ
姿
』
町
田
晶
代（
富
岡
市
）

【
議
会
議
長
賞
】

『
萌
え
る
』
関
  義
勝（
福
島
）

【
教
育
長
賞
】

『
出
番
で
す
』
有
井
忠
博（
上
野
）

【
観
光
協
会
長
賞
】

『
丘
の
上
に
佇
む
 』
横
尾
百
合
子（
富
岡

市
）

【
入
　
選
】

『
安
全
を
見
守
る
』
三
木
利
男（
金
井
）

『
獅
子
舞
奉
納
』
小
林
昭
栄（
金
井
）

『
昆
明
池
に
映
る
満
月
』
須
貝
  実（
富
岡

市
）

『
大
空
に
舞
う
』
鈴
木
さ
ち
子（
白
倉
）

『
 福
ま
き
天
手
力
男
命
 』
黒
澤
  潔（
伊
勢

フ

ク

マ

キ

ア

メ

ノ

タ

ヂ

カ

ラ

オ

崎
市
）

『
お
月
見
会
の
日
』
西
野
治
男（
高
崎
市
）

『
笹
森
春
の
舞
』
黒
澤
  潔（
伊
勢
崎
市
）

『
和
の
世
界
、整
然
と
…
』
西
野
治
男

（
高
崎
市
）

『
織
田
宗
家
の
春
』
柴
山
潤
壱（
轟
）

『
笹
森
稲
荷
神
社
祭
り
の
日
』
安
井
博

満（
富
岡
市
）

『
必
勝
祈
願
』
荻
野
義
昭（
富
岡
市
）

『
獅
子
舞
蕎
麦
花
道
中
』
安
井
博
満（
富

岡
市
）

　
入
賞
作
品
は
４
月
１
日
ま
で
同
ギ
ャ

ラ
リ
ー
で
展
示
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
入
賞
作
品
の
一
部
は
町
民
カ

レ
ン
ダ
ー
に
掲
載
さ
れ
た
ほ
か
、今
後

観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、ポ
ス
タ
ー
な
ど
に
使
用
さ
れ
、観

光
宣
伝
と
し
て
広
く
活
用
さ
れ
ま
す
。

町
長
賞
受
賞
作
品『
晴
れ
姿
』（
小
幡
桜
並
木

で
満
開
の
桜
の
下
を
歩
く
親
子
の
姿
を
と
ら

え
た
作
品
）

審査会

入
賞
者
と
関
係
者

町田さん

【
佳
　
作
】

『
雅
』
三
木
利
男（
金
井
）

『
上
信
電
鉄
沿
線
』
御
供
良
一（
藤
岡

市
）

『
錦
秋
の
道
』
横
尾
百
合
子（
富
岡
市
）

『
神
楽
舞
う
』
黒
沢
伸
二（
太
田
市
）

『
雄
川
滝
』
関
  義
勝（
福
島
）

『
も
み
じ
も
ビ
ッ
ク
リ
』柴
山
潤
壱（
轟
）

　
最
優
秀
賞
の
町
長
賞
に
輝
い
た
町
田

さ
ん
は「
た
ま
た
ま
通
り
が
か
り
に
撮

影
で
き
た
作
品
。
魅
力
的
な
甘
楽
町
を

今
後
も
撮
影
し
て
い
き
た
い
」
と
話
さ

れ
ま
し
た
。

町政の動き
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 ■
 イ
ノ
シ
シ
や
シ
カ
か
ら
地
域
を
守
る
！
金
網
柵
を
設
置
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 ■
産
業
課
農
林
係
　
内
線
４
1
１
・
４
１
２

　
子
ど
も
や
高
齢
者
、
農
作
物
な
ど
を
鳥
獣
か
ら
守
る
た
め
、
住
民
が
主
体
と
な
り
国
の
補
助
金
を

活
用
し
て
金
網
柵
を
設
置
し
ま
し
た
。
３
区
、
４
区
、
５
区
の
住
民
約
１
０
０
人
が
２
月
か
ら
３
月

に
か
け
て
、
地
域
の
農
作
物
被
害
の
減
少
と
安
全
確
保
に
向
け
て
協
力
し
ま
し
た
。

第
３
区
長

田
村
一
郎
さ
ん（
小
幡
）

第
４
区
長
  

田
中
秀
明
さ
ん（
上
野
）

第
５
区
長

宇
佐
美
秋
夫
さ
ん（
轟
）

～
金
網
柵
を
設
置
し
た
地
区
の
区
長
さ

ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
～

　
区
民
の
ご
協
力
に
よ
り
、
侵
入
防
止

柵
が
完
成
し
ま
し
た
。
こ
の
柵
に
よ
っ

て
農
作
物
被
害
の
減
少
や
子
ど
も
・
高

　
侵
入
防
止
柵
の
設
置
後
は
畑
へ
の
侵

入
や
目
撃
も
減
少
し
、
大
き
な
効
果
が

得
ら
れ
ま
し
た
。
今
後
も
イ
ノ
シ
シ
や

　
侵
入
防
止
柵
の
設
置
を
し
て
か
ら
は

イ
ノ
シ
シ
や
シ
カ
の
侵
入
が
ほ
と
ん
ど

な
く
な
り
ま
し
た
。
農
作
物
被
害
の
減

少
が
大
い
に
期
待
で
き
る
結
果
と
な

り
、
大
変
あ
り
が
た
く
思
っ
て
い
ま

す
。

齢
者
の
人
身
事
故
を
未
然
に
防
げ
る
こ

と
を
期
待
し
ま
す
。

シ
カ
の
動
き
に
注
視
し
、
地
域
の
安
全

に
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

 ３区 

 ４区 

 ５区 

　
町
で
は
今
後
も
地
区
か
ら
の
要
望
を

受
け
て
補
助
金
を
申
請
し
て
い
き
ま

す
。
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計国群馬県甘楽町

１１重要無形文化財保持者

６４３６１重要文化財

１５２１３重要無形民俗文化財

１１重要有形民俗文化財

１５３１２史　跡

６１５名　勝

７１６天然記念物

１０９２９９８合　計

甘楽町にある文化財の件数（平成３０年３月３１日現在）  　

 新
指
定
町
文
化
財
を
紹
介
し
ま
す
　
其
の
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 ■
 社
会
教
育
課
文
化
財
保
護
係
　
内
線
５
２
３

　
町
教
育
委
員
会
が
１
月
　
日
に
開
か

３１

れ
、
ス
タ
ー
ル
銃
ほ
か
８
件
の
文
化
財

が
新
た
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
９
件
の

新
文
化
財
を
今
月
よ
り
紹
介
し
ま
す
。

種　類
指定区分 ・笠塔婆三基

　および板碑一基

・笠塔婆一基

・   　 
ひょう

 轡 
ぐつわ

・那須の獅子舞

・天引の麦祭り

・造石法華経供養遺跡

・笹森古墳

・旧小幡藩武家屋敷

　松浦氏屋敷

・秋畑の大ツバキ

　
本
銃
は
、
小
幡
藩
松
平
氏
が
購
入
し

た
洋
式
銃
二
挺
の
一
つ
で
す
。
も
う
一

挺
は
平
成
　
年
２
月
　
日
に
町
重
要
文

２５

２５

化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
小
幡
藩

関
連
史
料
の
中
の『
藩
日
誌
』
に
、
洋
式

銃
購
入
の
経
緯
や
本
銃
を
戊
辰
戦
争
に

持
参
し
た
こ
と
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
ま

す
。『
甘
楽
町
史
』（
１
９
７
９
年
甘
楽

町
）
に
よ
る
と
小
幡
藩
は
上
野
各
藩
と

人間国宝「須田賢司氏」、国指定名勝「楽山園」

寸法は全長９５． ５尺、銃身長５０． ９尺、口径１． ３尺。

機関部の引き金を引く右側上部に「ＳＴＡＲＲ  ＡＲＭＳ  

ＣＯ．ＹＯＮＫＥＲＳ  Ｎ． Ｙ．」の刻印が刻まれています

と
も
に
出
兵
し
、
群
馬
県
北
毛
地
域
の

三
国
峠
・
戸
倉
な
ど
利
根
郡
で
会
津
藩

兵
と
交
戦
し
て
い
ま
す
。

　
本
銃
は
ス
タ
ー
ル
騎
兵
銃
と
呼
ば
れ

ア
メ
リ
カ
製
、
安
政
５
年（
１
８
５
８
）

に
ア
メ
リ
カ
で
特
許
を
得
て
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
州
の
ヨ
ン
カ
ー
ス
で
製
造
さ
れ

た
騎
兵
銃
で
す
。
幕
末
期
に
数
多
く
輸

入
さ
れ
ま
し
た
が
、
現
存
す
る
騎
兵
銃

は
ほ
と
ん
ど
見
当
た
り
ま
せ
ん
。

　
本
銃
の
特
徴
と
し
て
、
種
別
は
管
打

ち
式
銃
砲
、
構
造
は
機
関
部
に
 錆
 が
生

さ
び

じ
て
い
る
た
め
不
明
で
す
。
幕
末
に
お

け
る
小
幡
藩
の
動
向
を
知
る
貴
重
な
資

料
で
す
。

８
１
０
年
に
創
業
し
た
オ
ー
ガ
ス
ト
・

フ
ラ
ン
コ
ッ
ト
社
製
の
銃
で
あ
り
、
回

転
弾
倉（
シ
リ
ン
ダ
ー
）の
前
の
部
位
に

縦
書
き
で「
壬
申
一
三
七
八
群
馬
縣
」の

刻
印
が
あ
り
ま
す
。
明
治
５
年（
１
８

７
２
）政
府
に
よ
り
銃
の
所
持
を
許
可

制
と
す
る
銃
砲
取
締
規
則
を
制
定
し
、

調
査
し
た
際
に
刻
印
さ
れ
た
も
の
で
、

「
一
三
七
八
」
は
登
録
番
号
と
思
わ
れ

ま
す
。
小
幡
藩（
松
平
氏
）は
、
幕
末
に

ス
タ
ー
ル
銃
二
挺
を
購
入
し
て
い
る
の

で
、
本
銃
も
そ
の
時
に
藩
で
購
入
し
た

も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
小
幡
藩
（
松
平

氏
）
で「
中
老
」
を
務
め
た
旧
小
幡
藩
士

宅
よ
り
見
つ
か
っ
て
お
り
、
幕
末
に
お

け
る
小
幡
藩
の
動
向
を
知
る
極
め
て
貴

重
な
銃
砲
で
す
。

　
ピ
ン
打
式
銃
は
、
フ
ラ
ン
ス
人
の
ル

フ
ォ
ー
シ
ョ
ー（
１
８
０
２
～
１
８
５

２
）に
よ
り
考
案
さ
れ
、
金
属
製
薬
き
ょ

う
を
使
用
す
る
発
火
方
式
の
銃
で
す
。

１
８
６
０
～
　
年
代
に
フ
ラ
ン
ス
、
ベ

７０

ル
ギ
ー
、
イ
ギ
リ
ス
で
製
造
さ
れ
、
日

本
で
は
幕
末
期
に
輸
入
さ
れ
ま
し
た
。

本
品
は
ベ
ル
ギ
ー
の
リ
エ
ー
ジ
ュ
で
１

寸法は全長２８． ５尺、銃身長１５． ４尺、

口径1.1尺。銃身後方左側面にフランス

語で「 ＬＥＦＡＵＣＨＥＵＸ   Ｂ 臣」と下に「ＡＣＩＥＲ 
ル フ ォ ー シ ョ ー

 ＦＯＮＤＵ」の刻印が刻まれています

町政の動き

　
　
　

ピ
ン
打
銃

一

ピ
ン
打
銃
　
一
挺挺

　

６
連
発
リ
ボ
ル
バ

６
連
発
リ
ボ
ル
バ
ーー

ル
フ
ォ
ー
シ
ョ

ル
フ
ォ
ー
シ
ョ
ーー

　
ス
タ
ー
ル
銃

一

ス
タ
ー
ル
銃
　
一
挺挺

戊
辰
戦
争
で
使
用
さ
れ

戊
辰
戦
争
で
使
用
さ
れ
たた
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天
明
元
年（
１
７
８
１
）
に
勃
発
し
た

糸
絹
運
上
金
阻
止
活
動
の
指
導
者
で

あ
っ
た
清
助
、
清
蔵
兄
弟
の
墓
石
で
す
。

　
養
蚕
・
機
織
り
が
盛
ん
で
あ
っ
た
上

州
・
武
州
は
、
江
戸
中
期
以
降
一
大
生

産
地
と
し
て
発
展
し
、
諸
国
の
生
糸
商

人
・
織
物
問
屋
な
ど
で
に
ぎ
わ
っ
て
い

ま
し
た
。

　
天
明
元
年
６
月
、
幕
府
は
上
州
・
武

州
２
カ
国
　
カ
所
の
糸
絹
市
場
に
生

４７

糸
・
絹
織
物
・
真
綿
な
ど
の
売
買
に
対

し
て
高
額
な
運
上
金
を
課
す
旨
を
公
布

し
ま
し
た
。
こ
の
運
上
金
は
、
結
局
は

生
産
者
が
負
担
す
る
の
と
同
時
に
消
費

者
に
も
か
か
っ
て
く
る
こ
と
に
な
り
、

利
益
を
得
る
の
は
仲
買
人
と
幕
府
で
し

た
。
こ
の
た
め
市
場
か
ら
商
人
の
姿
が

消
え
、
取
引
も
全
く
行
わ
れ
な
く
な
り

ま
し
た
。
こ
の
悪
政
に
生
産
者
で
あ
る

農
民
が
立
ち
上
が
っ
て
運
上
金
阻
止
活

動
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
活
動
の

指
導
者
が
甘
楽
町
白
倉
の
伊
三
郎
で
、

同
所
の
清
助
、
清
蔵
も
指
導
者
の
一
員

と
し
て
大
衆
を
動
員
さ
せ
、
西
上
州
一
帯

に
か
け
て
阻
止
活
動
を
展
開
し
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
幕
府
は
９
月
に
入
る
と
指

導
者
の
 捕
縛
 を
開
始
し
ま
し
た
。
清
助

ほ
ば
く

は
八
丈
島
に
遠
島
、
清
蔵
は
追
放（
牢

内
で
病
死
）の
処
断
を
受
け
ま
し
た
。

　
墓
石
は
、
天
明
糸
絹
運
上
金
阻
止
活

動
よ
り
　
年
後
の
嘉
永
元
年（
１
８
４

６７

８
）に
建
立
さ
れ
て
い
ま
す
。

石材は砂岩で高さ６３.５尺、正面幅２７.３

尺、側面２４． ０尺。右側に「嶌流道覺信

士」（清助）、左側に「流岳寛良信士」（清

蔵）、白倉の圓明院境内地に建立

　　
宝
積
寺
は
宝
徳
２
年（
１
４
５
０
）
、

小
幡
の
領
主
で
あ
っ
た
 小
幡
実
高
 が
中

お
ば
た
さ
ね
た
か

興
開
基
と
な
り
、
茨
城
県
東
昌
寺
住
職

の
 即
庵
宗
覚
 を
招
い
て
、
そ
れ
ま
で
の

そ
く
あ
ん
そ
う
か
く

天
台
宗
を
改
め
曹
洞
宗
と
し
て
再
興
さ

れ
ま
し
た
。

　
天
井
画
は
、
彩
色
で
描
か
れ
た
花

鳥
、
動
物
類
な
ど
で
す
。

　「
花
」
は
ユ
リ
、
ボ
タ
ン
、
キ
キ
ョ
ウ

な
ど
が
あ
り
ま
す
。「
花
鳥
」は
マ
ツ
に

 鷹
 、
マ
ツ
に
鶴
、
タ
ケ
に

タ
カ

 雀
 、
キ
ク
に

ス
ズ
メ

鶏
、
ウ
メ
に
 鶯
 な
ど
が
あ
り
、「
鳥
」は

ウ
グ
イ
ス

ク
ジ
ャ
ク
な
ど
２
点
、「
動
物
」は
虎
な

ど
３

点
、

「
花
に
動

物
」
は
ハ

ギ
に
猪
、

ヤ
ナ
ギ
に

牛
、
サ
ク

ラ
に
馬
な

ど
、「
波
関

連
」は

波

に
千

鳥
、

波
に
 蓑
亀
 

ミ
ノ
ガ
メ

な
ど
３
点

が
あ
り
ま

　
　

す
。ま
た
、

白
色
の
 鸚
鵡
 図
、
赤
色
の
鸚
鵡
図
も
見

オ
ウ
ム

ら
れ
、
想
像
上
の
動
物
と
し
て
、
鳳
凰

図
、
バ
ク
図
、 麒
麟
 図
、

キ
リ
ン

 唐
獅
子
 図
、

カ
ラ
ジ
シ

そ
し
て
龍
図
が
各
１
点
あ
り
ま
す
。　５６

枚
の
天
井
画
は
全
て
生
き
生
き
と
描
か

れ
て
い
ま
す
。

　
絵
師
名
は
、
犬
の
 狆
 を
描
い
た
画
面

チ
ン

に「
 法
眼
 宗
信
筆
」の
署
名
と
落
款
２
個

ほ
う
が
ん

が
押
印
さ
れ
て
い
ま
す
。
富
岡
市
岡
本

に
所
在
す
る
福
寿
院
本
堂
内
に
 欄
間
 絵

ら
ん
ま

「
唐
獅
子
 牡
丹
 」
が
あ
り
、
左
図
表
面
に

ボ
タ
ン

「
法
眼
宗
信
筆
」、
右
図
裏
面
に
嘉
永
５

年（
１
８
５
２
）
絵
師
落
合
松
蔵
と
あ

り
、
宗
信
は
落
合
松
蔵
で
あ
る
と
判
断

で
き
ま
す
。

　
し
か
し
、
生
年
、
師
匠
名
、
活
躍
時

期
、
没
年
な
ど
は
不
詳
で
す
。

開山堂は東西３間×南北４間で、天井は格天

井、東西方向７枚、南北方向８枚、５６枚。天井画

１枚の大きさは５５㎝四方、円形は直径４７㎝。

運
上
金

 運
上
金
 阻
止
活
動
の
指
導

阻
止
活
動
の
指
導
者者

う
ん
じ
ょ
う
き
ん

　
清
助
 清
助
 ・・

せ
い
す
け

清
蔵

 清
蔵
 の
墓
石

の
墓
石

せ
い
ぞ
う

宝
積
寺
開
山
堂
の
天
井

宝
積
寺
開
山
堂
の
天
井
画画

色
彩
鮮
や
か

色
彩
鮮
や
か
にに
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　固定資産税の土地・家屋は３年ごとに評価額の見直しを行っています。評価替えにあたり、

固定資産税（土地・家屋）の評価のしくみなどについて紹介します。

平成 年年度度はは 評価替え評価替え のの年年ですです

 評
価
の
し
く
み

　　
固
定
資
産
税
は
、
国
で
定
め
た
固
定
資

産
評
価
基
準
に
基
づ
き
、
そ
の
年
の
１
月

１
日（
賦
課
期
日
）現
在
の
状
況
に
よ
り
評

価
し
ま
す
。

●
土
地
の
評
価
方
法

　
町
内
を
宅
地
、
田
、
畑
、
山
林
な
ど
の
地

目
ご
と
に
一
定
の
区
域
に
区
分
し
、
そ
の

地
域
ご
と
に
標
準
地（
広
さ
や
形
状
な
ど
が

標
準
的
な
土
地
）を
選
定
し
ま
す
。

　
こ
の
標
準
地
の
価
格
を
も
と
に
土
地
を

評
価
し
ま
す
。

◎
宅
地
の
評
価
方
法

　
標
準
地
を
不
動
産
鑑
定
に
よ
り
評
価
し
、

そ
の
価
格
を
も
と
に
評
価
し
ま
す
。

①
市
街
地
宅
地
評
価
法
区
域

　
都
市
計
画
区
域
の
う
ち
用
途
地
域
内
は
、

市
街
地
宅
地
評
価
法
で
評
価
し
ま
す
。

※
市
街
地
宅
地
評
価
法

　
路
線
価
方
式
と
い
わ
れ
る
も
の
で
す
。

　
街
路
ご
と
に
、
そ
の
街
路
に
沿
接
す
る

　
標
準
的
な
宅
地
の
鑑
定
評
価
額
な
ど
を

　
用
い
て
算
出
す
る
 １
㎡

当
た
り
の
価
格

　
を
表
す
路
線
価
を
付
設
し
ま
す
。
こ
の

　
路
線
価
に
基
づ
い
て
評
価
基
準
に
定
め

　
ら
れ
て
い
る
画
地
計
算
法
を
適
用
し
、

　
各
筆
の
評
点
数
を
求
め
て
評
価
す
る
方

　
法
で
す
。

②
そ
の
他
の
宅
地
評
価
法
区
域

　
①
の
区
域
以
外
の
区
域
は
、
そ
の
他
の

　
宅
地
評
価
法
で
評
価
し
ま
す
。

　
　

　　

※
そ
の
他
の
宅
地
評
価
法

　
宅
地
が
沿
接
す
る
道
路
の
状
況
、
公
共

　
施
設
と
の
距
離
、
家
屋
の
疎
密
度
、宅
地

　
の
利
用
状
況
な
ど
が
お
お
む
ね
類
似
し

　
て
い
る
と
思
わ
れ
る
地
区
ご
と
に
区
分

　
し
、
こ
れ
ら
の
地
区
ご
と
に
選
定
し
た

　
標
準
的
な
宅
地
の
鑑
定
評
価
額
な
ど
に

　
基
づ
い
て
、
評
価
基
準
に
定
め
ら
れ
て

　
い
る
画
地
計
算
法
を
適
用
し
、各
筆
の

　
評
点
数
を
求
め
て
評
価
す
る
方
法
で
す
。

 　

 固
定
資
産
税
評
価
替
え
の
お
知
ら
せ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
    ■
 住
民
課
税
務
係
　
内
線
２
６
２
・
２
６
３

町政の動き

①市街地宅地評価法

　（路線価）該当区域

②その他の宅地

　評価法該当区域

　（①以外）

甘楽町

０
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平平成成　  年度は評価替えの年です
　
地
方
税
法
に
基
づ
き
自
己
の
土
地

や
家
屋
の
評
価
が
適
正
か
ど
う
か
判

断
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
土
地

価
格
等
縦
覧
帳
簿
と
家
屋
価
格
縦
覧

帳
簿
が
縦
覧
で
き
ま
す
。

餐
縦
覧
期
間

　
４
月
２
日（
月
）～
５
月
　
日（
木
）

３１

　
　
※
土
・
日
曜
日
、祝
日
を
除
く

　
午
前
８
時
　
分
～
午
後
５
時

３０

　
　
※
水
曜
日
は
午
後
７
時
ま
で

餐
縦
覧
場
所
　

　
住
民
課

餐
縦
覧
で
き
る
内
容

　
縦
覧
帳
簿
に
記
載
さ
れ
て
い
る

　
価
格
な
ど

　（
所
有
者
や
課
税
標
準
額
な
ど
は

　
縦
覧
で
き
ま
せ
ん
）

餐
縦
覧
で
き
る
人

　
固
定
資
産
税
の
納
税
者
と

　
そ
の
代
理
人
（
委
任
状
持
参
者
）

餐
納
税
者
な
ど
で
あ
る
こ
と
の
本
人

　
確
認

　

固
定
資
産
価
格
の

　
縦
覧
が
で
き
ま
す

お知らせ

 ３年 ごとに評価替え

評
価
額
＝

　
再
建
築
価
格
×
経
年
減
点
補
正
率

３３

運
転
免
許
証
、納
税
通
知
書
、

健
 康
保
険
証

な
ど
が
必
要

に
な
り
ま
す

◎
農
地
・
山
林
な
ど
の
評
価
方
法

　
売
買
実
例
価
額
な
ど
に
よ
り
標
準
地
の

価
格
を
求
め
、
そ
の
価
格
を
も
と
に
評
価

し
ま
す
。

●
家
屋
の
評
価
方
法

　
国
で
定
め
た
固
定
資
産
評
価
基
準
に
基

づ
き
、
屋
根
・
基
礎
・
外
壁
・
柱
・
内
壁
・
天

井
・
床
な
ど
に
分
け
て
、
各
仕
上
げ
ご
と
に

点
数
を
設
け
、
再
建
築
価
格
を
計
算
し
ま

す
。
こ
の
再
建
築
価
格
に
経
年
減
点
補
正

率
を
乗
じ
た
も
の
が
評
価
額
と
な
り
ま
す
。

 課
税
の
し
く
み

　　
固
定
資
産
は
、
評
価
額
を
も
と
に
税
額

が
決
定
し
ま
す
。

　※
課
税
標
準
額
と
は
、
税
額
を
算
出
す
る
基

　
礎
と
な
る
価
格
の
こ
と
で
す
。
家
屋
の
場

　
合
は
、
原
則
と
し
て
評
価
額
が
そ
の
ま
ま

　
課
税
標
準
額
と
な
り
ま
す
。

※
再
建
築
価
格
と
は
、
評
価
の
対
象
と
な
っ

　
た
家
屋
と
同
一
の
も
の
を
、
評
価
の
時

　
点
に
お
い
て
、
そ
の
場
所
に
新
築
す
る

　
も
の
と
し
た
場
合
に
必
要
と
さ
れ
る
建

　
築
費
で
す
。

※
経
年
減
点
補
正
率
と
は
、
家
屋
建
築
後

　
の
年
数
の
経
過
に
よ
っ
て
生
じ
る
損
耗

　
の
状
況
に
よ
る
減
価
な
ど
を
表
し
た
も

　
の
で
す
。

３年間の資産価値

の変動を価格に反

映させます

税
　
額
＝

　
課
税
標
準
額
×
税
率
（
１
．４
％
）

００
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町政の動き

 　

 介
護
保
険
か
ら
の
お
知
ら
せ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
   

■
 に
こ
に
こ
甘
楽
緯（
６
７
）７
６
５
５
　

 　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
・
健
康
課
介
護
保
険
係
　
内
線
６
２
１
・
６
２
２

 
みみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみ

んんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんん
み
ん

なななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななな
でででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででで

支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支
えええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええ

るるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる
え
る

介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介

護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護

保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保

介
護
保

険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険

楽
し
い
語
ら
い
　
ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

ボランティアが作る見守りを兼ねた給食

 　
安
心
し
て
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
基

本
理
念
に
、
次
の
事
業
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

①
介
護
予
防
の
推

 ①
介
護
予
防
の
推
進進

　
高
齢
者
の
自
立
支
援
や
要
介
護
度
の
重
度
化
防
止
を

推
進
し
ま
す
。

 ②
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
・
強

生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
・
強
化化

　
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
な
ど
の
自
立
支
援
の
た
め
に
多

様
な
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

 ③
認
知
症
施
策
の
推

認
知
症
施
策
の
推
進進

　
早
期
発
見
・
早
期
診
断
の
し
く
み
や
認
知
症
の
人
・

家
族
を
支
え
る
体
制
を
築
き
ま
す
。

 ④
医
療
・
介
護
の
連
携
の
推

医
療
・
介
護
の
連
携
の
推
進進

　
医
療
と
介
護
の
サ
ー
ビ
ス
を
切
れ
目
な
く
提
供
す
る

た
め
に
関
係
機
関
と
連
携
し
ま
す
。

　
介
護
保
険
制
度
は
、
住
民
の
皆
さ
ん
が
住
み
慣
れ
た
地

域
で
い
つ
ま
で
も
健
や
か
に
暮
ら
せ
る
よ
う
に
、
ま
た
、

介
護
が
必
要
に
な
っ
て
も
安
心
し
て
生
活
が
送
れ
る
よ

う
に
社
会
全
体
で
支
え
て
い
こ
う
と
い
う
し
く
み
で
す
。

町
の
介
護
保
険
事
業
計
画

　
介
護
保
険
事
業
は
、
制
度
が
始
ま
っ
た
平
成
　
年
か
ら
３
年
ご
と

１２

に
事
業
計
画
を
定
め
、
そ
の
計
画
に
基
づ
い
て
事
業
を
行
っ
て
い
ま

す
。
今
回
策
定
さ
れ
た
事
業
計
画
は
、
町
の
　
年
度
か
ら
３
年
間
の

３０

介
護
保
険
計
画
を
定
め
た
も
の
で
す
。

※
介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
な

ど
の
各
種
講
座
は
お
し
ら
せ
版
に
掲
載

し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 介護予防サポーターフォローアップ研修
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介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険介護保険料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料がががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががが決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定しししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままましししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたしました

保険料（年額）課税状況など段　　階

　２７,５４０円
生活保護を受けている人、本人および世帯全員が住民税非課税で、

本人の合計所得と課税年金収入額の合計が８０万円以下の人
第１段階

　４５,９００円
世帯全員が住民税非課税者で、本人の年金収入などが８０万円超１２０

万円以下の人
第２段階

　４５,９００円世帯全員が住民税非課税者で、本人の年金収入などが１２０万円超の人第３段階

　５５,０００円 
本人が住民税非課税者で、ほかの世帯員に住民税課税者がいる場合

で、本人の年金収入などが８０万円以下の人
第４段階

　６１,２００円 （基準額）
本人が住民税非課税者で、ほかの世帯員に住民税課税者がいる場合

で本人の年金収入などが８０万円超の人
第５段階

　７３,４００円本人が住民税課税者で、本人の合計所得が１２０万円未満の人第６段階

　７９,５００円
本人が住民税課税者で、本人の合計所得が１２０万円以上２００万円未満

の人
第７段階

　９１,８００円
本人が住民税課税者で、本人の合計所得が２００万円以上３００万円未満

の人
第８段階

 １０４,０００円本人が住民税課税者で、本人の合計所得が３００万円以上の人第９段階

第1号被保険者(６５歳以上)の介護保険料

介護サービス費用の実績から、今後の費用を予測し、３０年度から３年間の介

護保険料を次のとおり決定しました。対象者には、７月中に詳細をお送りいた

します。

表の第１段階の人については、保険料の一部を国・県・町が負担する軽減措

置を実施します。消費税の１０％引き上げに伴い、住民税非課税世帯の人（第２・

第３段階）に、対象を拡大して軽減を実施する計画が延期となっています。

（注）前年度の所得をもとに算定します。

　　また、年度途中でも所得の更正などにより、保険料が増減することがあります。

音楽に合わせて体操を　２２区おたっしゃ会

　
高
齢
者
の
悩
み
や
相
談
、
気
軽

に
お
声
か
け
く
だ
さ
い
。

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
地

域
を
支
え
ま
す
。
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  供
用
開
始
区
域
を
告
示
　
             

　
公
共
下
水
道
が
使
用
で
き
る
区
域
が

新
た
に
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

　
区
域
内
の
ご
家
庭
で
は
、
排
水
設
備

を
設
置
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ト
イ
レ
や

台
所
な
ど
の
汚
水
を
直
接
公
共
下
水
道

に
流
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。

  下
水
道
へ
の
接
続
工
事
を
　
  　
　
 

　
公
共
下
水
道
が
完
成
し
、
処
理
区
域

に
な
る
と
、
く
み
取
り
式
ト
イ
レ
の
場

合
は
３
年
以
内
に
水
洗
ト
イ
レ
に
改
造

し
、
公
共
下
水
道
に
接
続
す
る
こ
と
が

下
水
道
法
に
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　　　
ま
た
現
在
、
浄
化
槽
を
使
用
さ
れ
て

い
る
ご
家
庭
も
浄
化
槽
を
廃
止
し
、
す

み
や
か
に
公
共
下
水
道
に
直
結
し
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

  工
事
は
排
水
設
備
指
定
工
事
店
で
   

　　　
排
水
設
備
工
事
を
す
る
と
き
は
、
必

ず「
指
定
工
事
店
」へ
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。「
指
定
工
事
店
」以
外
の
業
者
が

工
事
を
す
る
こ
と
は
規
則
に
よ
り
禁
じ

ら
れ
て
い
ま
す
。

※「
指
定
工
事
店
」と
は
、
工
事
が
適
正
 

　
に
行
わ
れ
る
よ
う
町
が
指
定
し
指
導

　
を
行
っ
て
い
る
業
者
で
す
。

      公公共下水道供用開始区共下水道供用開始区域域 が、

４月１日から２４ ６８ヘクタール広がりました
公共下水道供用開始区域　

　◇大字白倉の一部　　　　　　　　     ９ .６８ ヘクタール

　◇大字天引（２５区）※一部除く　  　 １ ５  .００ ヘクタール

　指定工事店は町内３７

社、町外７４社が登録してい

ます。

　見積り合わせなどで比

較して選定しましょう。

（下水道の使用できる区域）

　　お住まいの地域

　が供用開始区域にな

った皆さんは、お早めに

　　公共下水道に接続

　　　　しましょう！

．

　健康課が「にこにこ甘楽」に移転したこと

に伴い、役場本庁舎１階を一部改修しまし

た。町民の皆さんが役場を利用しやすいよ

うにカウンターを延長し、いすや手すりを

増設し窓口を拡充しました。

　お気軽にお立ち寄りください。

役役役役役役役役役役役役役役役役役役役役役場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本庁庁庁庁庁庁庁庁庁庁庁庁庁庁庁庁庁庁庁庁庁舎舎舎舎舎舎舎舎舎舎舎舎舎舎舎舎舎舎舎舎舎窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口役場本庁舎窓口がががががががががががががががががががががが

変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変わわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりままままままままままままままままままままま　　    　 変わりまししししししししししししししししししししししたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！た！

町政の動き

 　

 住
み
よ
い
快
適
な
環
境
づ
く
り
の
た
め
に
　
　
    ■
 水
道
課
業
務
係
　
内
線
２
２
１
・
２
２
２
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国
民
年
金
は
、
日
本
に
住
ん
で
い
る
　
歳
か
ら
　
歳
未
満
の
全
て
の
人
が
加
入
す

２０

６０

る
公
的
年
金
制
度
で
す
。

　
国
民
年
金
の
加
入
種
別
は
、次
の
３
種
類
に
分
か
れ
て
お
り
、届
出
は
加
入
時
だ

け
で
な
く
、種
別
が
変
わ
っ
た
と
き
に
も
必
要
で
す
。種
別
変
更
の
届
出
を
忘
れ
る

と
、年
金
が
受
け
取
れ
な
か
っ
た
り
、減
額
さ
れ
た
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

忘
れ
ず
に
手
続
き
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　
　
歳
以
上
の
学
生
は
、申
請
し
承

２０
認
を
受
け
る
こ
と
に
よ
り
、卒
業
す

る
ま
で
の
間
、保
険
料
の
納
付
が
猶

予
さ
れ
ま
す
。申
請
は
原
則
と
し
て

毎
年
必
要
で
す
。平
成
　
年
度
に
学

２９

生
納
付
特
例
制
度
に
よ
り
保
険
料
納

付
が
猶
予
さ
れ
て
い
る
人
で
、
平
成

　
年
度
も
在
学
予
定
の
人
に
は
、日

３０本
年
金
機
構
か
ら
ハ
ガ
キ
形
式
の
申

請
書
が
３
月
末
ご
ろ
に
送
付
さ
れ
ま

す
の
で
、
返
送
す
る
だ
け
で
手
続
き

が
で
き
ま
す
。

　
猶
予
を
受
け
た
期
間
は
、
年
金
額

に
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
が
、
　
年
以

１０

内
で
あ
れ
ば
後
か
ら
保
険
料
を
納
め

る
こ
と（
追
納
）が
で
き
ま
す
。（
た
だ

し
、承
認
を
受
け
た
期
間
の
翌
年
度

か
ら
起
算
し
て
３
年
度
目
以
降
に
追

納
す
る
場
合
に
は
、当
時
の
保
険
料

に
経
過
し
た
年
数
に
応
じ
て
加
算
額

が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。）

　
初
め
て
申
請
す
る
人
や
、
学
校
な

ど
に
変
更
が
あ
る
人
、
ハ
ガ
キ
形
式

の
申
請
書
が
届
か
な
か
っ
た
人
は
、

住
民
係
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。

　☆
今
年
度
の
承
認
期
間

　
平
成
　
年
４
月
～

３０

　
平
成
　
年
３
月
ま
で
の
１
年
間

３１

※
申
請
に
つ
い
て
は
最
大
２
年
１
カ

　
月
前
の
月
分
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て

　
申
請
が
で
き
ま
す
の
で
、
申
請
を

　
希
望
さ
れ
る
場
合
に
は
ご
相
談
く

　
だ
さ
い
。

☆
手
続
き
に
必
要
な
も
の

　
①
年
金
手
帳

　
②
学
生
証
の
写
し（
表
裏
両
方
）
　

　
　
ま
た
は
在
学
証
明
書

　
③
個
人
番
号
の
わ
か
る
も
の

　
④
印
か
ん（
認
め
印
）

 加
入
種
別
 

◆
第
1
号
被
保
険
者

　
自
営
業
者
や
そ
の
配
偶
者
、学
生
や

無
職
の
人
な
ど
が
対
象
に
な
り
ま
す
。

◆
第
２
号
被
保
険
者

　
会
社
員
や
公
務
員
な
ど
、厚
生
年
金
に

加
入
し
て
い
る
人
が
対
象
に
な
り
ま
す
。

　◆
第
３
号
被
保
険
者

　
第
２
号
被
保
険
者
に
扶
養
さ
れ
て
い

る
配
偶
者
が
対
象
に
な
り
ま
す
。

　 種
別
変
更
と
な
る
ケ
ー
ス
 

◆
第
1
号
被
保
険
者
に
な
る
ケ
ー
ス

　
第
２
号
被
保
険
者
が
退
職
す
る
と
第

1
号
被
保
険
者
と
な
り
ま
す（
第
３
号

被
保
険
者
に
な
る
場
合
を
除
く
）。

　
ま
た
、そ
の
人
に
扶
養
さ
れ
て
い
た

配
偶
者（
第
３
号
被
保
険
者
）も
第
1
号

被
保
険
者
に
な
り
ま
す
。

◆
第
２
号
被
保
険
者
に
な
る
ケ
ー
ス

　
第
1
号
被
保
険
者
、第
３
号
被
保
険

者
が
就
職
し
て
厚
生
年
金
に
加
入
す
る

と
第
２
号
被
保
険
者
に
な
り
ま
す
。

◆
第
３
号
被
保
険
者
に
な
る
ケ
ー
ス

　
厚
生
年
金
に
加
入
し
て
い
る
人
の
被

扶
養
配
偶
者
に
な
る
場
合（
年
収
１
３

０
万
円
未
満
）は
第
３
号
被
保
険
者
に

な
り
ま
す
。

※
第
１
号
被
保
険
者
に
な
る
と
国
民
年

　
金
保
険
料
の
納
付
が
必
要
と
な
り
ま

　
す
。納
付
方
法
を
口
座
振
替
な
ど
に

　
変
え
た
い
と
き
、納
付
が
困
難
で
免

　
除
・
猶
予
制
度
を
利
用
し
た
い
と
き

　
に
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先
　

　
高
崎
年
金
事
務
所（
代
表
）

　
緯
０
２
７（
３
２
２
）４
２
９
９

ご
存
じ
で
す
か
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」

　
　
献
 学
生
は
承
認
を
受
け
る
と

            　
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
 献

 　

 こ
ん
な
と
き
は
届
出
が
必
要
で
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
   　
　
    ■ 住
民
課
住
民
係
　
内
線
２
６
４
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▼富岡甘楽衛生施設組合

　組合を組織しているのは富岡市と甘楽町です。事務

所は、富岡市田篠１２９７番地１です。

▼業務内容（共同処理）

　し尿処理施設管理事業や水質検査事業などです。

■問合せ先　

　富岡甘楽衛生施設組合

　察０２７４（６４）１２４１町の負担金は　２０,２９５千円です

歳　　入　　　 　　  （単位：千円、％）

構成比予算額科　　目

７６.１１４２,７０７分担金・負担金

１８.７３５,０００使用料・手数料

０.４７９１財 産 収 入

０.０  １繰　　入　　金

１.１２,０００繰　　越　　金

３.７７,０１３諸　　収　　入

１００.０１８７,５１２合　　計

歳　　出　　  　　　（単位：千円、％）

構成比予算額科　　目

０.４８５８ 議　会　費

２７.２５１,０４３ 総　務　費

６９.７１３０,６１１ 衛　生　費

２.７５,０００ 予　備　費

１００.０１８７,５１２合　　計

衛
生
管
理
セ
ン
タ
ー（
し
尿
処
理
施
設
）

ふるさとづくり寄附金
敬称略・公表希望の方のみ掲載しています。３月１６日入金確認まで掲載。総合計１２７,５７９,４１５円

　⑥ 町民参加のまちづくりに関する事業

累計合計１， ０４０人　３１,３７４,５６９円

　⑦ その他目的達成のために町長が必要と認めた事業

累計合計 １２６人　６１,４２２,３５８円

金　額氏　　　　　名

３０， ０００円茂原璋男（高崎市）

２， ０００， ０００円株式会社登喜和製作所（小幡）

　① 歴史を生かしたまちづくりに関する事業

累計合計 ５７人　２,８８０,０００円

　② 自然環境の保全に関する事業

累計合計 ３４人　２,０６０,０００円

　③ 健康増進及び福祉の向上に関する事業

累計合計 ６３人　１８,６２２,６７６円

　⑤ 教育・文化・スポーツ活動の充実に関する事業 

累計合計 ５８人　９,５１６,１２３円

　④ 産業の振興に関する事業 

累計合計 ２７人　１，７０３，６８９円
　４月１日からふるさとづくり寄附金の活用先

の指定に「子育て支援に関する事業」が追加され

ます。

熊井戸工業株式会社（高崎市）

　事業の趣旨に賛同し、３００， ０００円を寄附され

ました。

企企企企企企企企企企業業業業業業業業業業版版版版版版版版版版ふふふふふふふふふふるるるるるるるるるるささささささささささとととととととととと納納納納納納納納納納企業版ふるさと納税税税税税税税税税税税

善善意意にに深深くく感感謝謝しし、、

広広くく皆皆ささんんににおお知知ららせせししまますす

「甘楽みんなで子育てプロジェクト」甘楽町

多世代サポートセンター整備・運営事業

町政の動き
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公
立
富
岡
総
合
病
院
・
公
立
七
日
市
病
院
は
、
地
域
か
ら
よ
り

必
要
と
さ
れ
る
公
立
病
院
と
し
て
新
た
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
す

■問合せ先　

　富岡甘楽広域市町村圏振興整備組合　察０２７４（６２）５２６１

町の分担金・負担金は２５６,０９４千円

▼富岡甘楽広域市町村圏

振興整備組合

　組合を組織しているのは富

岡市・下仁田町・南牧村・甘楽

町です。事務所は、富岡市富岡

２４８６番地７です。

▼業務内容（共同処理）

　主に消防組織法と消防法で

定める市町村の消防事務、看護

師養成所（富岡看護専門学校）

の設置と管理事務、救急医療

対策事業に関する事務です。

富
岡
消
防
署

甘
楽
分
署

▼町が所属する一部事務組合の予算をお知らせします

歳　　入　 　  　　  （単位：千円、％）

構成比予算額科　　目

８７.３１,４９９,４７７分担金・負担金

２.１３６,５４５使用料・手数料

０.５８,２３１県 支 出 金

１.２  ２０,０００繰　　越　　金

０.５９,６２６諸　　収　　入

８.４１４４,３００組　　合　　債

１００.０１,７１８,１７９合　　計

歳　　出　    （単位：千円、％）

構成比予算額科　目

０.１８１８議 会 費

３.９６６,４４１総 務 費

５.９  １０２,１８６衛 生 費

７７.６１,３３２,８４５消 防 費

６.７１１５,８４９教 育 費

５.２９０,０４０公 債 費

０.６１０,０００予 備 費

１００.０１,７１８,１７９合　計

　
公
立
富
岡
総
合
病
院
と
公
立
七
日
市
病
院
を
運
営
す
る
富
岡
地
域
医
療
事
務
組
合

は
医
療
の
環
境
変
化
に
対
応
す
る
た
め
、
４
月
１
日
に
富
岡
地
域
医
療
企
業
団
に
移

行
し
ま
す
。
代
表
者
と
な
る
企
業
長
に
は
富
岡
総
合
病
院
の
佐
藤
尚
文
院
長
が
就
任

し
ま
す
。
新
体
制
移
行
後
も
地
域
の
中
心
と
な
る
病
院
と
し
て
医
療
を
提
供
、
充
実

さ
せ
て
い
き
ま
す
。

　
平
成
　
年
４
月
１
日
付
け
で
富
岡
地
域
医
療

３０

企
業
団
の
企
業
長
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
。

　
少
子
高
齢
化
が
加
速
し
、
日
々
厳
し
さ
を
増

す
日
本
の
医
療
環
境
の
中
で
、
そ
の
変
化
に
迅

速
に
対
応
し
地
域
住
民
の
皆
さ
ま
の
ニ
ー
ズ
に

応
え
る
た
め
、
こ
の
４
月
よ
り
地
方
公
営
企
業

法
の
一
部
適
用
か
ら
全
部
適
用
に
移
行
し
ま
し

た
。
名
称
も
富
岡
地
域
医
療
事
務
組
合
か
ら
富

岡
地
域
医
療
企
業
団
と
な
り
ま
す
。
経
営
形
態

が
変
わ
っ
て
も
富
岡
市
と
甘
楽
町
で
運
営
す
る

公
立
病
院
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　『
置
か
れ
た
場
所
で
咲
き
な
さ
い
』
こ
れ
は

ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
学
園
の
渡
辺
和
子
さ
ん
の

佐藤院長

名
著
で
す
が
、
社
会
に
生
き
る
人
間
と
し
て

大
切
な
心
構
え
と
思
っ
て
い
ま
す
。
実
は
病

院
も
同
じ
こ
と
、
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る

社
会
環
境
の
中
で
の
立
ち
位
置
を
し
っ
か
り

認
識
し
、
そ
の
中
で
臣
 咲
く
 芯
と
は
ど
ん
な
こ

と
な
の
か
？
を
７
０
０
人
の
職
員
と
共
に
考

え
て
い
ま
す
。
刻
々
と
変
わ
る
社
会
の
中
で

私
た
ち
が
目
指
し
、
ま
た
国
も
目
指
し
て
い

る
の
は
、
全
て
の
人
々
が
安
心
し
て
そ
の
場

所
で
暮
ら
せ
る
こ
と
、
ま
た
人
々
の
生
き
方

や
想
い
を
尊
重
し
、
そ
の
人
ら
し
く
最
期
ま

で
穏
や
か
に
暮
ら
せ
る
社
会
を
つ
く
る
こ
と

で
す
。
そ
れ
は
私
た
ち
富
岡
地
域
医
療
企
業
団

の
目
的
そ
の
も
の
で
す
し
、
そ
れ
を
支
え
る
こ

と
が
私
た
ち
の
 臣
 咲
く
 芯
こ
と
な
の
で
す
。

　
医
師
、
看
護
師
を
は
じ
め
全
て
の
専
門
職

が
縦
横
の
チ
ー
ム
を
つ
く
り
住
民
の
皆
さ
ま

に
医
療
の
提
供
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
の
で

こ
れ
か
ら
も
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、

就
任
の
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■問合せ先　

　公立富岡総合病院総務課

　察０２７４（６３）２１１１（代表）

▼

富
岡
地
域
医
療
企
業
団
か
ら
お
知
ら
せ
し
ま
す

企
業
長
就
任
の
あ
い
さ
つ
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町のわだい

環 境 保 健 協 会 か ら の お 知 ら せ

vol.１０８

　町では地球温暖化対策の推進、新エネルギーの普及促進を図るた

め、住宅用太陽光発電設備を設置した人に、その費用の一部を補助し

ています。

 補助金額 　１キロワットあたり…２万５千円（上限１０万円）

　　ただし、町内業者施行の場合、１キロワットあたり１万円の加算

　があります。（上限１４万円）

　　なお、申請は電力会社との電力連結完了後になります。
七 執叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱

　※詳細はお問合せください。町ホームページにも掲載しています。

　　　　　　　　　　　　　　■問合せ先　住民課環境係  内線２６９

住宅用太陽光発電設備
　　設置補助金制度をご利用ください

　
お
医
者
さ
ん
に
か
か
る
と
き
の
心
掛
け

し
だ
い
で
、医
療
費
は
節
約
で
き
ま
す
。

　
病
気
や
薬
に
つ
い
て
わ
か
り
や
す
く

　
丁
寧
に
説
明
し
て
も
ら
え
ま
す
。

　
必
要
に
応
じ
て
適
切
な
専
門
医
を
紹

　
介
し
て
も
ら
え
ま
す
。

　
自
宅
か
ら
近
い
医
療
機
関
を
選
び
ま

　
し
ょ
う
。子
ど
も
が
い
る
場
合
は
小

　
児
科
が
あ
る
と
安
心
で
す
。

　　
か
か
り
つ
け
医
を
決
め
、ま
ず
は
か

　
か
り
つ
け
医
で
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

　
同
じ
病
気
で
複
数
の
病
院
に
か
か
る

　
こ
と
は
控
え
ま
し
ょ
う
。

　
時
間
外
・
休
日
受
診
は
緊
急
時
の
み

　
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
私
た
ち
が
医
療
費
の
一
部
を
支
払
う

だ
け
で
医
療
機
関
に
か
か
れ
る
の
は
、

皆
さ
ん
が
納
め
て
い
る
国
民
健
康
保
険

税
な
ど
が
そ
の
一
部
を
補
っ
て
い
る
か

ら
で
す
。

　
１
人
当
た
り
の
医
療
費
は
高
額
な
水

準
で
推
移
し
て
い
ま
す
。こ
の
ま
ま
増

え
続
け
る
と
、保
険
税
が
引
き
上
げ
ら

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

町政の動き

 

■
に
こ
に
こ
甘
楽
緯（
６
７
）７
６
５
５
　
健
康
課
国
保
係
　
内
線
６
１
１

 ■
 か
か
り
つ
け
医
を
持
ち
ま
し
ょ
う

広広報報のの写写真真撮撮影影にに
ごご協協力力ををおお願願いいししまますす

　イベントなどで町広報担当係員など

が腕章を着けて写真を撮影しています。

これらの写真は、広報紙

や町ホームページなど

に使用しますので、撮影

にご協力をお願いします。
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● 身近な情報をお寄せください………総務課行政係　内線２１３・２１４

Ｅ－ｍａｉｌ　ｇｙｏｕｓｅｉ＠ｔｏｗｎ．ｋａｎｒａ．ｌｇ．ｊｐ
町町ののわだわだいい

　甘楽町鉢植クラブ（森平毅二会長・会員２９人）の

「早春の鉢植展示会」が２月２３日から２５日まで、町文

化会館で開かれました。

　展示ホールには２０人の会員が丹精して育てた鉢植

えが約７０点並びました。つぼみがほころんだ梅や色

鮮やかなオレンジ、山野草などが来場者に春の訪れ

を告げました。

　森平会長は「寒さの影響で開花が遅れていた梅の

花がちょうど咲き始め、来場した皆さんに春を感じ

てもらうことができた。これからも四季折々の鉢植

えを展示していきたい」と話されました。

を告げる鉢植え展春春

りの効果を実感
～女性ネットワーク講習会～

香香
　甘楽町女性ネットワーク（新井良枝代表）では２月２１日、

ら・ら・かんらで「おうちで楽しむアロマ生活」と題した講

習会を開きました。公益社団法人日本アロマ環境協会認定

インストラクターでアロマセラピストの田中佳代子さん

（上野）を講師に迎え、１８人が香りを楽しむ暮らしを学び

ました。参加者は香りのテストに挑戦した後、精油を使っ

たルームスプレーやボディクリームを作り、最後にハー

ブティーを飲んでアロマの効果を体験しました。

　新井代表は「初めてアロマを勉強したが、香りが心や体

に与える影響も知ることができ、奥深さに感動した。ぜひ

多くの人に知ってもらいたい」と話されました。

香さんの１００歳を慶祝浅浅
　浅香袈裟巳さん（大正７年２月２２日生まれ・白倉）の１００

歳のお祝いに茂原町長らが２月２２日、地域密着型特別養

護老人ホームシルク・ゆにっと（白倉）を訪問し、慶祝状と

祝金を手渡しました。

　浅香さんは長野県千曲市（旧埴科郡戸倉町）のお生まれ

で、秋畑に嫁ぎ、２男３女に恵まれました。旦那さんを４５

年前に亡くされてからは、長い間しっかりと家を守って

こられました。

　４年前に同施設に入居し、好き嫌いなく食べることが

長寿の秘訣という浅香さんは肌がつやつやで、お風呂が

楽しみだそうです。施設の職員に「ありがとう」の感謝の

言葉をいつも忘れず、穏やかな毎日を過ごされています。
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　４月８日開催の「城下町小幡さくら祭り武者行列」

に、今年もかわいらしい稚児隊が参加します。

　町内３幼稚園と保育園の年中組園児と保護者は３

月７日、ら・ら・かんらで当日着用する衣装の作成会

に参加しました。参加した約６０組は、法被に男児はズ

ボン、女児はスカートを合わせる格好の衣装に、織田

家の家紋形シールやカラフルなテープをカットして

貼り付けました。門倉愛騎くん（新屋幼稚園年中組）

は「ハサミでちょきちょきして楽しかった。好きな青

色を着られるのでうれしい」と話してくれました。集

まった園児たちは完成した衣装を試着し、武者行列

への参加を楽しみにしていました。完成した衣装を試着する園児

長や幸せを願う つるしびな展成成
　宝積寺（轟・西有孝裕住職）では３月３日から

５月６日まで昨年８月に改修工事を終えた同寺

の本堂で「つるしびな展」を開催しています。３

人の作家による２６点の作品が展示され、人形や

花、野菜、動物、提灯など趣向を凝らしたつるし

びなが子どもたちの成長や幸せを願い、訪れた

人の目を楽しませてくれています。

　西有住職は「江戸・明治・大正時代の着物など

を使用していることや細やかな裁縫技術に驚か

されます。この機会にぜひ多くの人に見ていた

だきたい」と話されました。

　観覧時間は午前９時から午後４時までです。

町町ののわだわだいい

陣に向け 衣装作り出出

しく話そう 手話教室楽楽 　手話教室「手話で話してみよう」が３月８日か

ら全３回、にこにこ甘楽で開かれました。　

　これは町社会福祉協議会が手話への理解と普

及を目的に、手話奉仕員養成講座認定講師の 

土筆信幸さん（白倉）らを講師に迎え開催したも

ので、１１人の参加者が指文字や名前の表し方、あ

いさつなどを学びました。

　参加した青木美津穂さん（小川）は「興味があ

り以前学んでいたこともあるが、続けていない

と忘れてしまう。難しいけれど、覚えて使えるよ

うになりたいです」と話し、講師の土筆さんは

「みんなで明るく楽しく学べました。手話の存在

を知ってもらい、たくさんの人に広がってほし

い」と話されました。
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庭の大切さを考える家家
　第１１回かんら家庭の日推進大会（町青少年育成推

進員連絡協議会・町教育委員会主催）が３月４日、町

文化会館で開かれました。これは、生活の基盤であ

り家族の心のよりどころでもある「家庭」の大切さ、

「家庭」の役割の素晴らしさをあらためて考えようと

実施しているものです。

　町内小中学生を対象とした家庭の日の標語・作文

のコンクールでは、標語８０点、作文４５点の応募が

あり、最優秀賞と優秀賞の表彰式が行われました。

　また、アトラクションと

して踊らん会エアロビック

ｃｌｕｂと甘楽中学校吹奏楽部

の皆さんによる演技や演奏

が披露されたほか、抽選会

も行われました。

表彰式に出席した最優秀賞受賞者

（左から高宮くん、武田さん、佐藤さん)

◎「家庭の日」標語・作文コンクール最優秀賞者   （敬称略・学年は２９年度）

 標 語 　「はなれない　家族の糸は　いつまでも」　　佐藤杏音　小幡小５年

　　　 「そばにいる　家族の存在　忘れない」　　　 武田夏帆　甘楽中１年

 作 文 　「はなれていても」　　　　　　　　　　　　高宮　崇　福島小５年

　        「家族のありがたみ」　　　　　　　　　　　武田夏帆　甘楽中１年

入
選
者
の
皆
さ
ん
。
左
よ
り
飯
塚
さ
ん
、
山

口
さ
ん
、
赤
石
さ
ん
、
井
上
く
ん

かな感性を詩で表現豊豊

◎童謡作詩コンクール入賞者

 入　選  　　　　　  （敬称略・学年は２９年度）

「しあわせつばめ」　井上海翔　　小幡小３年

「３にんきょうだい」 　赤石梨々花　新屋小１年

「雨の日」　　　　　山口めぐ　　甘楽中１年

「届け」　　　　　　飯塚　葵　　甘楽中３年

 佳　作  

「本の世界」　　　　青木柚月　　小幡小５年

「夏休み日記」　　　中野日花里　小幡小６年

「空」　　　　　　　小金澤聖那　福島小５年

「うちのかわいいハムスター」

　　　　　　　　　田中伶奈　　新屋小３年

「雲の上」　　　　　赤岡美紅　　新屋小５年

「命」　　　　　　　浅川優花　　甘楽中１年

「おんぷ」　　　　　小山　澪　　甘楽中１年

「いつもの一日」　　大小原あい　甘楽中１年

「言葉の力」　　　　深澤寿樹　　甘楽中１年

「はばたけ私」　　　久保田　凜　甘楽中２年

　第２８回甘楽町ふるさとコンサートが２月２５日、町

文化会館で開かれました。昨年の夏休みに町内小

中学生を対象とした童謡作詩コンクールを開催した

ところ、３７６点の応募があり、入賞作品の発表と表彰

式が行われました。

　入選した４人の詩には、かぶらマンドリンクラブ、

コールオリーブ、さくらコーラス、グリーンホーンズ

オーケストラの４団体がそれぞれ曲をつけ発表しま

した。また、各団体の演奏や合唱も披露されました。

　入選した飯塚  葵さん（甘楽中３年）は「夏の日に亡

くなった人を思う気持ちを想像して書いた。曲をつけ

てもらうのは初めてでうれしいです」と話してくれまし

た。また、会場全員で「おぼろ月夜」を歌ったり、富岡

市民吹奏楽団による特別演奏も楽しみました。

入選者は自分の詩がのった歌を舞台上で鑑賞。
写真は赤石さんとかぶらマンドリンクラブ
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寿の里秋畑協議体の取り組み
～かんら会シルクの移送サービス～

長長
　高齢化率が５０％を超えた秋畑地区では、平成２８

年１０月から地域の生活課題を検討し解決する「長

寿の里秋畑協議体」（黛　哲夫代表）を月１回定例

で開催しています。「移動」という課題を検討した

結果、社会福祉法人かんら会シルク（中野裕文施設

長）と連携し、２月から地域のおたっしゃ会の送迎

を始めました。

　３月１５日に開かれた第９区のおたっしゃ会では

７カ所の停留所と秋畑地域交流センター間の送迎

を９人が利用しました。

　小出つやさん(秋畑）は「坂を登るのが大変なので

送迎してもらい助かります」と話し、中野施設長は

「今後も地域に貢献できる取り組みとして継続し

ていきたいです」と話されました。

い出を胸に学びや巣立つ思思
　甘楽中学校の卒業式が３月１３日、同校体育館で開

かれました。卒業生１１５人は旧甘楽一中・二中から

甘楽中へ来た最後の生徒で、甘楽中２期生です。厳

粛な式を終えた生徒たちは３年間の思い出と感謝の

気持ちを胸に感動の涙を流しました。また、式終了

後の離校式では在校生や先生たちに見送られ、別れ

を惜しみながら母校を巣立ちました。

　卒業生の小堀瑠奈さんは「統合した時は不安だった

けれど、今ではずっと一緒にいたかのように皆仲良し

です。別れは寂しいですが、最高の仲間に出会え楽し

い３年間でした」と話してくれました。

町町ののわだわだいい

年間皆勤おめでとう！９９

前列左から加藤さん、小柳さん、横尾さん、
後列左から田村くん、齋藤くん、大井田くん、神戸くん

　甘楽中学校卒業生のうち７人が小学校・中

学校を通じて９年間の皆勤を果たしました。

　高校へ行っても皆勤を目指すという７人に

秘訣を聞きました。

　加藤さくらさん「食事をきちんと食べる」

　小柳結愛さん「毎日朝ごはんを食べる」

　横尾菜月さん「手洗い、うがいに気を配る」

　田村彰耶くん「食事と睡眠をしっかりとる」

　齋藤風我くん「良く寝る」

　大井田  祐くん「食事をしっかりとる」

　神戸大樹くん「早寝早起きして、体調管理に

　気をつける」

　また、中学校３年間の皆勤生徒は９年間皆

勤生徒を含めて４０人でした。
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いきいいきいきき
クラクラブブ
活動紹活動紹介介

★

 活活動内動内容容 

　毎週水曜日の午後７時３０分から９時３０分まで

甘楽町体育館（白倉）で９人制の婦人バレーボール

の練習に励んでいます。

新新 屋屋 クク ララ ブブ
代表者　

　吉田恵美子

　（造石）

会員数　

　１２人　

設立年　

　昭和５９年

『いきいきクラブ活動紹介』では町内で活動する文化および
体育協会登録団体のクラブ活動を紹介します

★

★

vol.３３

 クラブの特徴クラブの特徴 

　新屋地区に住む２０代～６０代までのバレーボー

ルとおしゃべりが好きな仲間が和気あいあいと活

動しています。チームワークが良く、皆で楽しみな

がら健康づくりやストレス解消も兼ねて練習して

います。

 住民の皆さんに一住民の皆さんに一言言 

　会員を募集しています。甘楽町在住

でやる気がある人大歓迎です。興味の

ある人は吉田代表（緯７４・５６７４）へ連絡

または練習日に町体育館へ直接お越し

ください。

 今後の予定・目標な今後の予定・目標などど 

　春には町のリーグ戦や東京都北区と

の交流試合などを予定しています。近

隣で開催される試合で勝つことが目標

です。

↑
第
　
回
甘
楽
郡
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会（
昨
年
　
月
　
日
開
催
）

４５

１１

１９

　
家
庭
婦
人
の
部
で
優
勝
！

練習風景

練習中も仲良し！何をするにも皆で相談



シ
リ
ー
ズ
「
介
護
保
険
」
　

　

　
健
康
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
　
内
線
６
２
１
・
６
２
２
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健康

安全

連
載
謂
　
　
   

 き
ら
き
ら
☆
か
ん
ら

　
　
　
　
駐
在
所
だ
よ
り

■
に
こ
に
こ
甘
楽
　
緯
（
６
７
）７
６
５
５
　

　　
認
知
症
や
知
的
障
害
、精
神

障
害
な
ど
の
理
由
で
判
断
能
力

が
不
十
分
な
人
は
、不
動
産
や

預
貯
金
な
ど
の
財
産
管
理
、介

護
や
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す

る
た
め
の
手
続
き
や
契
約
な
ど

を
結
ん
だ
り
す
る
こ
と
が
難
し

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
訪

問
販
売
や
振
り
込
め
詐
欺
な
ど

の
悪
徳
商
法
の
被
害
に
遭
う
お

そ
れ
も
あ
り
ま
す
。こ
の
よ
う

な
判
断
能
力
の
不
十
分
な
人
を

保
護
し
、支
援
を
す
る
の
が
成

年
後
見
制
度
で
す
。

た
と
え
ば
こ
ん
な
と
き
に
・・・

　
一
人
暮
ら
し
の
　
歳
の
母
親

80

が
軽
度
の
認
知
症
と
診
断
さ
れ

た
。悪
徳
商
法
に
だ
ま
さ
れ
な

い
か
心
配
。

→
本
人
に
代
わ
り
家
庭
裁
判
所

に
よ
っ
て
選
ば
れ
た
成
年
後
見
人

な
ど
が
、同
意
し
て
い
な
い
契
約

は
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
、ト
ラ

ブ
ル
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
最
近
物
忘
れ
が
ひ
ど
く
、預

貯
金
の
管
理
に
自
信
が
な
く

な
っ
た
。入
院
や
介
護
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
す
る
際
の
手
続
き
を
一

人
で
で
き
る
か
心
配
。

→
本
人
に
代
わ
り
成
年
後
見
人

な
ど
が
財
産
管
理
や
身
上
監
護

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
１
　
入
院
や
介
護
サ
ー
ビ
ス

利
用
の
手
続
き
や
費
用
の
支
払

い
な
ど
日
常
生
活
に
か
か
わ
る

契
約
な
ど
を
支
援
す
る
こ
と

大
き
く
分
け
て
２
つ
の
制
度

　
今
は
心
配
な
い
が
、将
来
に

備
え
、能
力
が
不
十
分
に
な
っ

た
と
き
に
財
産
管
理
や
身
上
監

護
の
法
律
行
為
を
本
人
に
代

わ
っ
て
行
う
人（
任
意
後
見
人
）

と
支
援
の
範
囲
を
あ
ら
か
じ
め

決
め
て
お
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
本
人
や
親
族
が
申
し
立
て
手

続
き
を
す
る
こ
と
に
よ
り
家
庭

裁
判
所
に
よ
っ
て
選
ば
れ
た
成

年
後
見
人
な
ど
が
、本
人
の
判

断
能
力
の
程
度
に
応
じ
て
、財

産
管
理
や
身
上
監
護
を
行
い
、

本
人
を
保
護
・
支
援
し
ま
す
。

　　
制
度
を
上
手
に
利
用
す
る
こ

と
で
、住
み
慣
れ
た
地
域
で
自

分
ら
し
く
安
心
し
た
生
活
を
続

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。次
回

か
ら
、手
続
き
の
方
法
や
制
度

に
つ
い
て
シ
リ
ー
ズ
で
詳
し
く

説
明
し
ま
す
。

　
成
年
後
見
制
度
に
つ
い
て
詳

し
く
は「
に
こ
に
こ
甘
楽
」地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
問
合

せ
く
だ
さ
い
。

い
ざ
と
い
う
と
き
の
た
め
に
知
っ
て
安
心

　
成
年
後
見
制
度
を
上
手
に
利
用
し
ま
し
ょ
う

　９４

成
年
後
見
制
度
と
は

小
・
中
学
生
、高
校
生
の
皆
さ

小
・
中
学
生
、高
校
生
の
皆
さ
んん
へへ ！！

ル
ー
ル
を
守
っ
て

交
通
事
故
防
止

富岡警察署

七五三木 航さん

事
例
１

事
例
２

任
意
後
見
制
度

法
定
後
見
制
度

判断能力が不十分な判断能力が不十分な人人

革

保護と保護と支支援援

保
護
者
や
地
域
の
皆
さ
ん

保
護
者
や
地
域
の
皆
さ
ん
へへ

運
転
手
の
皆
さ
ん

運
転
手
の
皆
さ
ん
へへ

　
新
年
度
に
な
る
と
多
く
発
生

し
て
し
ま
う
の
が
交
通
事
故
で

す
。交
通
事
故
に
遭
う
と
一
瞬

に
し
て
日
常
を
失
っ
て
し
ま
い

ま
す
。事
故
防
止
の
た
め
に
次

の
こ
と
を
お
願
い
し
ま
す
。

道
路
を
渡
る
と
き
は
必
ず
止

ま
っ
て
、左
右
の
安
全
確
認
を

し
て
か
ら
渡
り
ま
し
ょ
う
。

自
転
車
は
車
の
仲
間
で
す
。

　
交
通
ル
ー
ル
を
し
っ
か
り
守

り
交
通
事
故
に
遭
わ
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

子
ど
も
が
出
掛
け
る
際
に
は

「
車
に
気
を
付
け
て
」
な
ど
と
、

必
ず
一
声
掛
け
て
あ
げ
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、小
さ
い
子
ど
も
と

出
掛
け
る
際
は
手
を
つ
な
ぐ
な

ど
絶
対
に
目
を
離
さ
な
い
で
く

だ
さ
い
。

子
ど
も
を
自
動
車
に
同
乗
さ

せ
る
場
合
は
、必
ず
チ
ャ
イ
ル

ド
シ
ー
ト
や
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を

着
用
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

家
庭
で
は
家
族
で
交
通
安
全

に
つ
い
て
話
題
に
す
る
な
ど
、

家
族
全
体
で
交
通
安
全
意
識
を

高
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

歩
い
て
い
た
り
、自
転
車
に

乗
っ
て
い
る
子
ど
も
の
横
を
通

過
す
る
と
き
は
速
度
を
落
と

し
、間
隔
を
十
分
に
と
る
な
ど
、

「
優
し
さ
」
と「
思
い
や
り
」の
あ

る
運
転
を
お
願
い
し
ま
す
。

　　

協議や契協議や契約約
をするとをするときき

財産の管財産の管理理

悪徳商法
などから
守ります

後見後見人人

※
１

　
小
幡
駐
在
所
の
中
山
  淳
さ
ん
、

福
島
駐
在
所
の
清
水
克
哉
さ
ん
、

金
井
駐
在
所
の
七
五
三
木
  航
さ

ん
が
転
任
さ
れ
ま
し
た
。新
し
い
駐

在
さ
ん
は
５
月
号
で
紹
介
し
ま
す
。

 お
知
ら
せ
 



◎お名前は常用漢字・現代かなを

使用させていただきます。

◎戸籍の窓に掲載を希望されない

人は届出の際に窓口にお申し出

ください。

甘楽町図書館
開館　午前９時～午後７時
緯 ７ ０－４ ６ ６ ０
死 rarakanra@town.kanra.lg.jp

ＢＯＯＫ

戸籍
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　２月１６日

～３月１５日届出

（敬称略）

４，８９４
世帯

（＋１６）
１３，２５２

人口
（＋２）
６，５３８

男
 （＋４）
６，７１４

女
 （△２）

２月２８日現在
（前月末比）

おすすめ新刊書

　「投了できる人工知能」を
開発する若者たちの 藤を
描いた瀬名秀明の『負ける』
など、将棋・囲碁をテーマに
描いた６つの豪華な短編集
です。宮内悠介、深水黎一
郎、新井素子、葉真中顕、千
澤のり子が描いた６つの
謎、解けますか？挑戦して
みてください。

謎々将棋・囲碁
瀬名秀明ほか　著

　ピーターは死にかけていた
子ギツネを助ける。パックスと
名付けられた子ギツネは、そ
れ以来ずっとピーターと一緒に
生きてきた。でも、ピーターの
お父さんはそろそろ野生に戻
すころ合いだといって･･･運命
に立ち向かうことの大切さを教
える、感動の物語です。

キツネのパックス
Ｓ・ペニーパッカー　作

　さくらが満開、くまちゃんた
ちはお花見をすることに。バス
ケットを用意して太鼓をたた
いて、たこを持って･･･くまちゃ
んたちの愛らしいしぐさや表情
を美しい色彩で描いた絵本。

おはなみくまちゃん
Ｓ・パレントー　文

　シャボン玉がわれる時、蛇
口から水がたれる時、ろうそ
くの炎が消える時･･･肉眼で
は見えない「しゅんかんの姿」
を切り撮った写真を紹介、楽
しい解説も載っています。

そうだったのか ！ しゅんかん図鑑
伊知地国夫　写真

 お悔やみ申し上げます 
大字区 届出人年齢氏   名

小　幡１昇８２南雲　一男

小　幡２剛８６田村　惠美

轟５勝　明８７松井　文夫

秋　畑９一　幸８８齋藤　錦作

秋　畑１１博７１中野　壽男

秋　畑１１なつよ８８中野　郁男

福　島１７愛　子６４園田　幸男

白　倉２１薫８５小山　　猛

白　倉２１知　幸５８金澤  美知子

天　引２５守９１布瀨川  寅松

天　引２５啓６２小林　美春

金　井２６知　弘８５大河原とし子

金　井２６和　男９２大河原  文子

 お誕生おめでとう 
 大字  区  保護者     氏   名 

小　幡１剛　志丸澤　 侑生 
ゆ う

国　峰６椋　太高麗　 遥斗 
はると

善慶寺７慎　一森田　 唯華 
ゆいか

善慶寺７侑　祐塚本　 悠天 
ゆうま

福　島１８駿三木   笑太郎 
しょうたろう

造　石２７雅　士櫻井   心妃萌 
み ひ め

造　石２７喜　将清水　 奏佑 
そ う

お知らせ

【 ４月の休館日 】

　２日（月）　９日（月）　１６日（月）　２３日（月）

２０１８年　第６０回「こどもの読書週間」

◇標　語　「はじまるよ！本のカーニバル」

◇期　間　４月２３日（月）～５月１２日（土）

　全国学校図書館協議会選定の第２８回「よい絵本」

を展示・貸出します。

★

あなたの本棚にしてください！★
　本との素敵な出合いが待っているかもしれませ

ん。甘楽町図書館にない本は、県内各地の図書館か

らお取り寄せできます。

　虐待・貧困・保育不足･･･子
どもたちに降りかかるさまざま
な困難はまさに人権侵害。子ど
もたちがどんなところで困難
を抱え、何をすればその支え
になれるのかを考えます。

子どもの人権をまもるために
木村草太　編

　それぞれの理由で修学旅行
に行きそびれた小学６年生の
風知、柊、天馬。卒業式が終わ
ると３人でヘンな修学旅行に
行くことに･･･笑いあり、涙あ
りの３人の旅を応援してね。

よりみち3人修学旅行
市川朔久子　著
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食べる
レストラン

和洋ランチ

泊まる　
　宿泊

シングル

ダブル

ツウィン

集う

　宴会 案内状・席次・席札

すべてサービス

和洋会席

　４，５００円～

（税別）

全室個室

　イス席

富岡市富岡２４５－１

ＴＥＬ  ０２７４－６４－３６３６

ご法要
法事 お別れの会

１，０００円（税別）

　　元気で  ようこそお

～自宅の代わりに御利用できます～

滞在滞在型型セレモニセレモニーー施設施設 セレハイツ富セレハイツ富岡岡

富岡市黒川１００１ -１ 

※※上上記記以以外外のの葬葬儀儀社社ででももごご利利用用可可能能でですす

２４時間

【【例えばこんな使い例えばこんな使い方方】】
・・故人を自宅に安置できな故人を自宅に安置できないい
・家族葬や直葬を行いた・家族葬や直葬を行いたいい
・取り急ぎ病院から搬送した・取り急ぎ病院から搬送したいい

【主な取扱【主な取扱店店】】
おおるい甘楽葬祭おおるい甘楽葬祭  緯緯０２７４０２７４（（７４７４））４６９１４６９１
㈲佐俣葬儀造花店㈲佐俣葬儀造花店  緯緯０２７４０２７４（（７４７４）２６２７）２６２７
葬 儀 の 堀 込葬 儀 の 堀 込 屋屋  緯緯０２７４０２７４（６７（６７）７８８２）７８８２ ㈱セレプランニン㈱セレプランニンググ

緯緯０２７０２７４４（（６４６４））９９００９９００
ｈｔｔｐ://ｃｅｒｅｐｌｈｔｔｐ://ｃｅｒｅｐｌａａ．．ｃｏｍｃｏｍ

もみじ平公園入口

セレハイツ富岡

富岡バイパス

ワンダーＧｏｏ

ベイシア

かかかかかかかかかかぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶらららららららららら聖聖聖聖聖聖聖聖聖聖苑苑苑苑苑苑苑苑苑苑方方方方方方方方方方かぶら聖苑方面面面面面面面面面面面
Ｎ

広告

    花見会花見会プランプラン    ３３，８， ８ ０００ ０ 円～円～

　 宝宝宝宝宝宝宝宝宝宝積積積積積積積積積積宝積寺寺寺寺寺寺寺寺寺寺寺のののののののののののししししししししししだだだだだだだだだだれれれれれれれれれれしだれ桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜
見   頃　４月上旬～中旬
　午前９時～午後８時
　夜間はライトアップします

護山料　

TEL  ７４－ ２７４３

 ほうしゃくほうしゃくじじ

　 開花状況などお気軽にお問合せください

大人２００円  中学生以下無料

『つるしびな展』を本堂にて

５/６まで開催しています

甘楽町轟７７４

左から神戸くん、加藤さん、佐俣議会議長、茂原町長、江原社会福祉協議会長、

立野さん、吉田さん

て、めでたく１００歳を迎えた吉田美知子さん

（庭谷）、吉田さんと同じ誕生日の神戸煌平く

ん（新屋小１年）です。

　「にこにこ甘楽」では子どもから高齢者まで

が笑顔で健康に暮らせるよう、医療・福祉・

介護の分野をサポートしていきます。ぜひご

利用ください。

　多世代サポートセンター

「にこにこ甘楽」が３月１

日、正式オープンしました。

オープニングセレモニーで

関係者とともにテープカッ

トをしたのは、センターへ

の寄附第１号の加藤秀明さ

ん（株式会社アスカ代表取

締役会長）、愛称考案者の

立野啓子さん（福島）。そし

にこににこにここ甘楽甘楽
正正式式
オープンオープン！！


